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三
宅
島
新
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三
宅
島
新
報

○三宅島支援者の集い 
　ふるさとネットの皆さ
んと、美味しく食べ楽し
く語らいましょう！
【日時】
平成 27 年 12 月 12 日（土）
　　19 時～ 21 時

【場所】
隠れ庵 忍家 巣鴨駅前店
豊島区巣鴨 2-5-2　都ビル４階
　03-3940-6023

○ご寄付のお願い
郵便振替口座
口座番号：00120-3-545036
口座名称：三宅島ふるさと
　　　　　再生ネットワーク

【三宅島ふるさとネット事務局】
　郵便番号：173-0005
　住所：板橋区仲宿２-１
　携帯：090-4922-0798
  FAX：03-3964-4065

　　連絡先　佐藤就之
　

　

三
宅
島
噴
火
災
害
15
年
・

帰
島
10
周
年
を
迎
え
た
三
宅

島
は
、
今
年
度
を
帰
島
10
周

年
記
念
の
年
と
し
て
様
々
な

行
事
を
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
の
内
，
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
７
月
25
日
に
「
三

宅
村
帰
島
10
周
年
記
念
式
典

及
び
三
宅
村
文
化
会
館
完
成

記
念
式
典
」
が

約
80
名
の
来
賓

を
招
き
新
「
ク

リ

ス

タ

ル

☆

ホ
ー
ル
」
で
開

催
さ
れ
た
。

　

来

賓

挨

拶

は
、
東
京
都
知

事
代
理
の
秋
山

副
知
事
、
高
島

都
議
会
議
長
、

石
原
衆
議
院
議

員
（

自

民

）
、

松
原
衆
議
院
議

員
（

民

主

）
、

三
宅
都
議
会
議

員
が
祝
辞
を
述

べ
た
。

　

ま
た
、
三
宅
高
校
生
が
「
三

宅
村
村
民
憲
章
」
を
披
露
、

島
内
外
の
16
団
体
に
感
謝
状

を
贈
呈
し
た
。

　
　

　

東
京
都
・
三
宅
支
庁
も
10

周
年
記
念
行
事
と
し
て
三
宅

島
Ｐ
Ｒ
動
画
を
都
内
各
所
で

放
映
、
都
庁
で
パ
ネ
ル
展
を

開
催
。

　

ま
た
、
７
月
４
日
と
11
日

11
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
東

京
都
提
供
で
東
京
Ｍ
Ｘ
テ
レ

ビ
・
東
京
ク
ラ
ッ
ソ
「
ま
る

ご
と
三
宅
島
！
ま
な
ぶ
編
・

ふ
る
さ
と
編
」
２
回
を
放
映
。

自
然
・
火
山
と
海
の
美
し
さ
、

元
気
な
島
民
の
姿
を
取
材
。

　

佐
藤
会
長
も
11
日
に
ス
タ

ジ
オ
で
ゲ
ス
ト
出
演
し
て

「
三
宅
島
新
報
」
な
ど
の
活

動
を
紹
介
し
、
在
京
者
や
島

の
人
口
問
題
な
ど
課
題
に
つ

い
て
述
べ
た
。

　

恒
例
の
商
工
会
主
催
の
帰

島
10
周
年
マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ

21
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
７
月

25
・
26
日
に
ふ
る
さ
と
体
験

ビ
レ
ッ
ジ
駐
車
場
で
開
催
。

　

島
民
、
観
光
客
も
大
い
に

楽
し
ん
だ
。
ふ
る
さ
と
ネ
ッ

ト
も
寄
付
し
協
力
し
た
。

◎
９
月
13
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
か
ら
午
後
１
時

場
所　

（
神
着
）
七
島
信
用

組
合

◎
10
月
12
日
（
月
）
午
前
10

時
30
分
か
ら
午
後
１
時

場
所　

（
坪
田
）
未
定

◎
11
月
15
日
（
日
）
午
前
10

時
か
ら
午
後
１
時

場
所　

（
伊
ヶ
谷
）
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◎
11
月
21
日
（
土
）
午
前
11

時
か
ら
午
後
１
時

（
阿
古
）
臨
時
庁
舎
駐
車
場

☆
産
業
祭　

21
日
（
土
）

　

場
所
：
阿
古　

出
品
者
募

　

集
中
☎(

5
)
0
9
9
2

実
行

　

委
員
会
ま
で

◎
12
月
６
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
か
ら
午
後
１
時

場
所
（
阿
古
）
未
定
。　

☆
伊
豆
諸
島
ウ
オ
ー
ク
in
三

　

宅
島　

島
内
巡
り　

12
月

　

５
日
（
日
）
定
員
３
０
０

　

人
募
集
中　

☎0
4
9
9
4

　

(
5
)
0
9
0
2

実
行
委
員
会

 
 

ま
で

事務局便り

三
宅
島
新
報

会
長
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
に
出
演

マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ
７
月
に

島
市
お
い
で
く
だ
さ
い

帰島から10周年

島の将来考える好機に
　全島避難指示解除から 10

年を迎えた三宅島。記念式典

などが行われるとともに、マ

スコミで取り上げられる機会

も増えている中、これを島の

問題や将来を改めて考える好

機とすることが重要だ。

イ
ベ
ン
ト
・
行
事
紹
介

東京ＭＸテレビに出演する佐藤会長

賑やかに行われたマリンスコーレ

「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://www.miyake-furusato.net/top.htm

発行所：三宅島ふるさと　　
　　　  　再生ネットワーク
〒 173-0005
　東京都板橋区仲宿２－１
  TEL 090-4922-0798
  FAX 03-3964-4065
発行人：会長 佐藤就之
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三
宅
島
帰
島
10
年
に
当
た

り
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
。

　

２
０
０
０
年
９
月
１
日
全

島
避
難
指
示
、
指
示
解
除
（
高

濃
度
地
区
を
除
き
）
ま
で
４

年
４
ヶ
月
。
前
例
の
な
い
長

い
避
難
生
活
。
島
民
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
行
政
に
支
え

ら
れ
三
宅
島
島
民
連
絡
会
を

結
成
し
て
活
動
を
行
っ
て
き

た
。

　

そ
し
て
、
２
０
０
５
年
２

月
全
島
避
難
指
示
解
除
と

な
っ
た
。

　

私
は
、
三
宅
島
島
民
連
絡

会
会
長
の
重
責
を
担
っ
て
い

た
立
場
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
と
事
情
を
知
る
立
場
に

あ
っ
た
。

　

こ
の
避
難
解
除
に
つ
い
て

も
、
当
時
は
「
歓
び
半
分
、

不
安
が
半
分
で
あ
り
、
手
放

し
で
歓
ぶ
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
マ
ス
コ
ミ
等
の
取
材

に
述
べ
て
い
た
。

３
８
０
０
人
中
約
30
％
の

１
０
０
０
人
が
避
難
地
に
留

ま
っ
た
。

　

島
民
連
絡
会
は
、
結
成
の

と
き
に
避
難
解
除
時
に
解
散

す
る
こ
と
を
規
約
で
定
め
て

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
帰
島
で

き
な
い
島
民
を
置
き
去
り
に

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
「
三
宅
島
ふ
る
さ
と
再
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
新
た
に

２
０
０
５
年
４
月
１
日
に
発

足
さ
せ
た
。

　

協
力
の
呼
び
か
け
に
は
、

１
、
帰
島
で
き
な
か
っ
た
島

　

民
に
情
報
提
供
、
交
流
、

　

要
望
事
項
の
検
討
等
の
継

　

続
を
考
え
る
。

２
、
三
宅
島
島
民
の
生
活
再

　

建
、
再
生
の
た
め
に
何
を

　

す
べ
き
か
考
え
る
。

３
、
三
宅
島
噴
火
災
害
の
実

　

態
と
被
災
者
島
民
の
声
を

　

全
国
に
発
信
す
る
た
め
に

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
通
信
、

　

他
団
体
と
の
連
携
等
の
活

　

動
を
考
え
る
。

４
、
以
上
の
３
点
に
賛
同
す

　

る
三
宅
島
島
民
、
三
宅
島

　

出
身
者
・
在
京
者
と
支
援

　

者
に
協
力
を
求
め
被
災
者

　

の
生
活
再
建
と
三
宅
島
ふ

　

る
さ
と
再
生
に
力
を
合
わ

　

せ
る
、
と
な
っ
て
い
る
。

　

翌
年
２
０
０
６
年
１
月
１

日
に
、
三
宅
島
新
報
第
１
号

を
伊
勢
原
市
の
向
上
高
校
新

聞
委
員
会
の
卒
業
生
に
よ
る

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
が
編
集
作
業
を
担

当
し
て
く
れ
て
発
行
、
今
日

に
お
よ
ん
で
い
る
。

　

ま
た
大
妻
女
子
大
学
人
間

関
係
学
部
千
川
研
究
室
が
印

刷
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｗ
Ｗ

Ｗ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｋ
ｅ
‐
ｆ
ｕ

ｒ
ｕ
ｓ
ａ
ｔ
ｏ
．
ｎ
ｅ
ｔ
／

ｔ
ｏ
ｐ
．
ｈ
ｔ
ｍ
）
の
立
ち

上
げ
を
し
て
頂
い
た
。

　

向
上
高
校
山
田
校
長
、
大

妻
女
子
大
の
千
川
教
授
等
皆

様
の
献
身
的
な
ご
協
力
に
あ

ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
。

　

２
０
０
６
年
９
月
の
三
宅

島
新
報
の
発
行
は
３
０
０
０

部
で
、
内
訳
は
、
三
宅
島
島

民
帰
島
全
世
帯
１
６
０
０

部
、
島
内
各
新
聞
折
り
込
み

１
６
０
部
、
在
京
者
１
５
１

部
、
三
宅
出
身
者
及
び
マ
ス

コ
ミ
・
支
援
者
１
９
９
部
、

都
庁
記
者
ク
ラ
ブ
３
０
部
、

各
行
政
防
災
課
１
２
０
部
そ

の
他
と
な
っ
て
い
る
。

 

全
島
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
２
０
０
５
年
の
４
月
に
発
足
し
た
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
活

動
も
、
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
る
。
こ
の
10
年
、
多
く
の
方
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

未
帰
島
者
も
含
め
た
島
民
へ
の
情
報
提
供
や
支
援
、
復
興
に
向
け
多
く
の
方
に
島
の
状
況
を

伝
え
る
た
め
の
情
報
発
信
な
ど
の
活
動
を
進
め
て
き
た
。
今
後
も
、
こ
の
10
年
間
の
活
動
を

さ
ら
な
る
島
の
発
展
に
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。　
　
　
　
　
　

（
佐
藤
就
之
）

ふるさとネットの 10 年　支援に感謝！　

復興への思い込め情報発信等を

多
数
の
帰
れ
な
い
人
が

三
宅
島
新
報
を
媒
体
に
し
て

05
年
４
月
に
ネ
ッ
ト
立
ち
上
げ

　

そ
の
理
由
は
、
帰
島
時
に

は
、
火
山
ガ
ス
に
よ
り
島
内

45
％
立
ち
入
り
禁
止
・
制
限

地
区
が
あ
り
、
住
宅
損
壊
、

事
業
所
・
産
業
基
盤
も
大
半

が
被
害
を
受
け
て
雇
用
の
確

保
も
困
難
、
住
宅
再
建
経
済

的
困
難
。
火
山
ガ
ス
の
健
康

被
害
に
つ
い
て
未
経
験
の
た

め
に
子
ど
も
、
高
齢
者
、
喘

息
な
ど
の
高
感
受
性
者
が

「
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
」

状
態
に
置
か
れ
た
。
帰
島
前

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
全
島
民

の
40
％
が
帰
島
を
躊
躇
っ
て

い
る
現
状
で
あ
っ
た
。

　

実
際
に
避
難
前
の
島
民

定期的に実施されているふるさとネットの世話人会

会長時評



三宅島新報第５９号 (3) ２０１５年１０月１日

島では次の噴火の備えと産業復興を
長期災害の経験を福島に

　

帰
島
で
き
な
い
在
京
者
の

調
査
結
果
は
、
２
０
０
６
年

８
月
に
は
、
総
計
２
２
１
世

帯
、
転
居
先
不
明
は
１
４
６

世
帯
で
あ
っ
た
。
１
世
帯
２

～
３
名
と
し
て
も
約
半
数
。

事
務
局
の
努
力
に
よ
る
。
内

都
外
は
、
山
梨
・
神
奈
川
等

56
世
帯
で
あ
る
。

　

こ
の
調
査
に
よ
り
ア
ン

ケ
ー
ト
や
行
政
に
対
す
る
要

望
書
を
提
出
し
た
り
な
ど
し

て
、
人
工
透
析
導
入
な
ど
を

実
現
さ
せ
た
。

　

当
ネ
ッ
ト
も
帰
島
10
年
を

迎
え
て
、
活
動
の
見
直
し
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

　

特
に
、
重
視
し
た
い
の
は
、

長
期
災
害
の
復
興
・
再
生
の

課
題
で
あ
る
。
三
宅
島
は
、

人
口
減
対
策
、
産
業
面
で
も

避
難
前
の
約
半
数
の
回
復
率

で
あ
り
回
復
の
見
通
し
は
、

立
っ
て
い
な
い
。

　

被
災
者
の
自
助
努
力
の
限

界
が
見
え
て
い
る
。
官
民
が

長
期
災
害
の
復
興
の
方
向
性

を
一
体
と
な
っ
て
取
組
ま
な

く
て
は
、
出
口
が
見
え
な
い
。

こ
の
点
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
課
題
、
と
り
わ
け
福
島

原
発
の
長
期
避
難
と
４
年
半

ぶ
り
の
避
難
解
除
と
の
共
通

点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

復
興
・
再
生
の
あ
り
方
を
共

に
考
え
る
努
力
が
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

９
月
５
日
政
府
は
、
福
島

の
一
部
を
解
除
し
た
。
テ
レ

ビ
、
新
聞
が
一
斉
に
報
道
し

た
が
、
帰
還
は
３
割
程
度
で

　三宅島にとってこの 10 年は、前例のな
い長期災害との戦いであった。帰島 10 周
年を機に考えなければならないのは、三宅
の経験を原発事故で長期避難が続いている
福島にどのように生かすかということ。そ
して三宅に関しては、次の噴火への備えと
産業の振興策である。

帰
れ
な
い
人
へ
の
対
応
見
直
し
を

見
え
な
い
農
業
の
行
く
末

事
業
所
再
開
、
住
宅
建
設
が

進
ん
で
い
な
い
。
放
射
能
の

脅
威
は
、
三
宅
の
火
山
ガ
ス

の
比
で
は
な
い
。

　

し
か
し
４
年
半
の
長
期
避

難
の
共
通
点
は
、
重
視
す
べ

き
で
あ
り
国
と
地
方
自
治
の

救
済
・
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
抜
本
的
に
改
善
を
す
る

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

三
宅
島
も
帰
島
10
年
を
期

し
て
こ
の
問
題
を
提
起
し
発

信
を
す
べ
き
て
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

第
二
の
課
題
は
、
次
の
噴

火
災
害
に
ど
う
備
え
る
か
で

あ
る
。

　

第
三
は
、
雇
用
の
確
保
、

人
口
増
を
達
成
す
る
た
め

に
、
農
業
、
漁
業
、
観
光
業

な
ど
の
振
興
で
あ
ろ
う
。
三

宅
支
庁
の
26
年
度
「
管
内
概

要
」
を
基
に
、
三
宅
の
農
業

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

昭
和
59
年
以
降
ア
シ
タ
バ

は
、
国
内
最
大
の
栽
培
面
積

を
伸
ば
し
た
が
、
今
回
の
噴

火
に
よ
っ
て
深
刻
な
影
響
を

受
け
た
。
作
目
転
換
も
視
野

に
入
れ
た
営
農
再
開
の
取
り

組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

と
、
指
摘
し
て
い
る
。
他
に

は
、
火
山
ガ
ス
に
強
い
赤
芽

イ
モ
（
サ
ト
イ
モ
）
、
サ
ツ

マ
イ
モ
の
作
付
、ド
ラ
セ
ナ
、

キ
キ
ョ
ウ
ラ
ン
な
ど
の
切
り

花
、
特
産
品
と
し
て
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
栽
培
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
農

協
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
解

体
・
閉
鎖
の
危
機
を
迎
え
て

い
る
（
図
参
照
）
。
７
月
17
日
、

「
Ｊ
Ａ
東
京
島
し
ょ
三
宅
店

廃
店
に
伴
う
説
明
会
」
が
行

わ
れ
た
。
来
年
１
月
23
日
閉

店
の
提
案
に
対
し
て
多
数
の

組
合
員
が
再
建
に
向
け
た
議

論
が
な
さ
れ
た
。

島
内
最
大
の
組
織　

農
協

○
農
家
戸
数　

総
数
１
１
８

　

販
売
農
家
45
（
総
数
83
）

　

自
給
的
農
家
73　

農
協
組

　

合
員
数　

正
会
員
４
４
０

　

人　

准
会
員
５
１
０
人　

　

合
計
９
５
０
人

○
林
業
組
合
員
数　

84
人

○
漁
業
協
同
組
合
数　

正
規

　

36
人　

准
４
０
３
人　

計

　

４
３
９
人

○
商
工
会
員
数　

２
５
０
人

　

（
組
織
率
82
％
）

○
観
光
協
会
正
会
員
数
１
０
４

　

人
（
27
年
）

【
参
考
資
料
】

三
宅
島
の
農
業
に
も
大
き
な
影
響
が

予
想
さ
れ
る
改
正
農
協
法
。
７
月
17

日
に
は
「
Ｊ
Ａ
東
京
島
し
ょ
三
宅
店

廃
店
に
伴
う
説
明
会
」
が
行
わ
れ
た
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編
集
後
記

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
世
話
人
と
し
て
、

自
ら
も
阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
体
験
を

持
つ
神
戸
と
三
宅
を
結
び
つ
け
る
活
動
な

ど
を
し
て
き
た
女
優
の
京
町
（
み
や
こ
）

さ
ん
が
、
「
無
法
松
の
一
生
」
の
舞
台
に

立
っ
て
い
る
。
９
月
３
日
に
は
、
佐
藤
会

長
な
ど
が
観
劇
を
行
う
と
と
も
に
、
京
町

さ
ん
を
激
励
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
世
話
人

で
あ
る
女
優
の
京
町
さ
ん
が

出
演
し
て
い
る
「
無
法
松
の

一
生
」
と
夢
コ
ン
サ
ー
ト
に

佐
藤
会
長
、
酒
井
副
会
長
、

栗
原
事
務
局
長
な
ど
で
参
加

し
た
。

　

参
加
し
た
公
演
は
９
月
３

日
に
大
田
区
で
行
わ
れ
た
も

の
で
、
「
無
法
松
の
一
生
」

は
小
林
旭
、
浅
丘
ル
リ
子

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
コ
ン
ビ
」 

が

大
き
な
話
題
を
呼
ん
で
い
る

作
品
。
歌
謡
シ
ョ
ー
も
五
月

み
ど
り
、
黒
沢
年
雄
な
ど
豪

演
じ
、
そ
の
妖
艶
な
演
技
で

訪
れ
た
多
く
の
観
客
を
魅
了

し
て
い
た
。

　

な
お
、
今
後
の
公
演
日
程

は
、
10
月
20
・
21
日
が
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
、
11
月
５
・

〇暑中お見舞いありがとう

ございました。大変うれし

く拝見いたしました。

　皆さまお元気でお過ごし

の様で安堵いたしました。お

送りいただいております三

宅島新報で、佐藤さんのお

元気な記事を読んで、なつ

かしく思い出しております。

お二人とも八十歳になられ

たのこと、まだまだ若々し

く働いておられ、益々のご

活躍を祈念いたします。

私も退職して十四年目にな

りますが、昨年の十二月に

母を亡くして、やっと責任

を果たした様な気持ちで、

今はほっとしております。

　まだまだ猛暑が続くと思

いますが、くれぐれもお体

に気をつけて、ご自愛くだ

さい。           8 月 1 日

 （長野市　小河原さんから）

○いつも新報お送りいただ

き感謝です。三宅島への想

いは今も強いので引き続き

送付をお願いいたします。

（長嶋俊介鹿児島大学名誉教授）

日時　平成 27 年 12 月 12 日（土）午後 7時～ 9時

場所　隠れ菴　忍屋（巣鴨駅前店）

　ＪＲ山手線巣鴨駅下車　改札出口右ロータ

　リー右奥 2 分　豊島区巣鴨 2-5-2　都ビル

　４Ｆ　☎ 03-3940-6023）

会費　4000 円

　皆さまのご参加をお待ちしています。

気楽に懇親会として交流が出来たらと望んで

います。

　欠席者／出席者共に激励メッセージをお願

いします。「三宅島新報」新年号に掲載させて

いただきます。よろしくお願いします

華
出
演
者

で
た
い
へ

ん
盛
り
上

が

っ

た
。

「
無
法
松

の
一
生
」

で
京
町
さ

ん
は
、
芸

者
の
役
を

６
日
が
春
日
部
市
民
文
化
会

館
、
11
月
20
・
21
日
が
江
戸

川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
半
年
に
渡
る
全
国
公
演
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
観
劇
し
て
く

だ
さ
い
。

ご寄付者名
　皆様のご協力に心より感

謝いたします。

阪本　健様、金子　智様、

牧田和雄様、土岐冨士子様、

吉島輝雄様、長嶋俊介様、

吉野文雄様、吉田信行様、、

菊池千春様、広瀬佐智子様、

室崎益輝様（関西学院大学、

神戸大学教授等を歴任、日

本災害復興学会初代会長）

※ 6 月 14 日から 8 月 31 日

　まで

「三宅島支援者の集い」に参加を

この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

お便り紹介

魅力満載 京町さんの舞台
「無法松の一生」会長などが観劇

　

９
月
７
日
に
行
わ
れ
た
世

話
人
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

島
の
観
光
産
業
が
思
う
よ

う
に
復
興
し
て
い
な
い
と
い

う
話
を
聞
き
、
豊
か
な
自
然

が
あ
る
の
に
、
残
念
だ
と
思

い
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く

の
人
に
三
宅
の
魅
力
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
者
の
集
い
も

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
形
態

が
変
わ
っ
て
も
、
ま
た
皆
様

に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ　

森
）

　

公
演
ロ
ビ
ー
で
京
町
さ
ん
を
囲
ん
で
記
念
撮
影


